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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軽 金 属 含 有 品 の 表 面 上 に 保 護 被 膜 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 　 Ａ ） 水 と Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｈ ｆ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｎ 、 Ａ ｌ 、 Ｇ ｅ 及 び Ｂ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ
る 元 素 の 水 溶 性 及 び 水 分 散 性 錯 フ ッ 化 物 及 び 酸 化 フ ッ 化 物 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る １ つ
以 上 の 付 加 成 分 と を 含 む 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｂ ） 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 と 接 触 す る 陰 極 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｃ ） 前 記 軽 金 属 含 有 品 を 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 中 に 陽 極 と し て 配 置 す る こ と と 、
　 　 Ｄ ） 前 記 表 面 上 に 前 記 保 護 被 膜 を 形 成 す る の に 有 効 な 時 間 だ け 、 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶
液 中 で 陽 極 と 陰 極 の 間 で 電 流 を 流 す こ と と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 軽 金 属 含 有 品 が マ グ ネ シ ウ ム を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 軽 金 属 含 有 品 が ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が 工 程 Ｄ ） の 間 、 ５ ℃ ～ ９ ０ ℃ の 温 度 で 維 持 さ れ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 軽 金 属 含 有 品 が マ グ ネ シ ウ ム を 含 み 、 前 記 電 流 が 平 均 電 圧 が ２ ０ ０ ボ ル ト を 超 え な
い パ ル ス 直 流 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 工 程 Ｄ ） の 間 に 可 視 光 線 の 放 射 が 発 生 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 工 程 Ｄ ） の 間 に 、 前 記 保 護 被 膜 が １ 分 当 た り 少 な く と も 厚 さ １ ミ ク ロ ン の 速 度 で 形 成 さ



れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 軽 金 属 含 有 品 が ア ル ミ ニ ウ ム を 含 み 、 前 記 電 流 が パ ル ス 直 流 ま た は 交 流 で あ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 軽 金 属 含 有 品 が ア ル ミ ニ ウ ム を 含 み 、 前 記 保 護 被 膜 が 白 色 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 流 が パ ル ス 直 流 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が 、 Ｈ 2 Ｔ ｉ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｚ ｒ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｈ ｆ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｓ ｉ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｇ
ｅ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｓ ｎ Ｆ 3 Ａ ｌ Ｆ 6 、 Ｈ Ｂ Ｆ 4 及 び こ れ ら の 塩 並 び に こ れ ら の 混 合 物 か ら 成 る
群 か ら 選 択 さ れ る 錯 フ ッ 化 物 を 用 い て 調 製 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が さ ら に Ｈ Ｆ ま た は そ の 塩 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が ア ミ ン 、 ア ン モ ニ ア 、 ま た は こ れ ら の 混 合 物 を 用 い て 調 製 さ れ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 主 と し て ア ル ミ ニ ウ ム ま た は マ グ ネ シ ウ ム を 含 む 金 属 品 の 表 面 上 に 保 護 被 膜 を 形 成 す る
方 法 で あ っ て 、
　 　 Ａ ） 水 と Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｓ ｉ 及 び こ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 元 素 の
水 溶 性 錯 フ ッ 化 物 ま た は 酸 化 フ ッ 化 物 と を 含 む 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｂ ） 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 と 接 触 す る 陰 極 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｃ ） 前 記 金 属 品 を 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 中 に 陽 極 と し て 配 置 す る こ と と 、
　 　 Ｄ ） 平 均 電 圧 が １ ２ ５ ボ ル ト を 超 え な い パ ル ス 直 流 ま た は 交 流 を 、 前 記 表 面 上 に 前 記
保 護 被 膜 を 形 成 す る の に 有 効 な 時 間 だ け 、 前 記 陽 極 と 前 記 陰 極 間 に 電 流 を 流 す こ と と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が 、 少 な く と も ４ つ の フ ッ 素 原 子 と Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｓ ｉ 及 び こ れ ら
の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 原 子 を 含 む 陰 イ オ ン を 含 む 錯 フ
ッ 化 物 を 用 い て 調 製 さ れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が 、 Ｈ 2 Ｔ ｉ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｚ ｒ Ｆ 6 、 Ｈ 2 Ｓ ｉ Ｆ 6 及 び こ れ ら の 塩 並 び に
混 合 物 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 錯 フ ッ 化 物 を 用 い て 調 製 さ れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 錯 フ ッ 化 物 が 少 な く と も ０ .１ Ｍ の 濃 度 で 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 中 に 導 入 さ れ る 、
請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が さ ら に フ ッ 化 水 素 酸 、 フ ッ 化 水 素 酸 塩 、 ま た は こ れ ら の 混 合 物
を 含 む 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が 、 Ｔ ｉ ， Ｚ ｒ 及 び Ｓ ｉ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １
つ の 元 素 の 少 な く と も １ つ の 錯 フ ッ 化 物 を 、 Ｔ ｉ ， Ｚ ｒ ， Ｓ ｉ ， Ｈ ｆ ， Ｓ ｎ ， Ｂ ， Ａ ｌ 及
び Ｇ ｅ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 の 酸 化 物 ， 水 酸 化 物 ， カ ル ボ ン 酸
塩 ま た は ア ル コ キ シ ド で あ る 少 な く と も １ つ の 化 合 物 と 化 合 さ せ る こ と に よ っ て 調 製 さ れ
る 少 な く と も １ つ の 錯 酸 化 フ ッ 化 物 を 含 む 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 の ｐ Ｈ が ～ で あ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。

(2) JP 2005-504883 A5 2006.1.5

6 、 Ｈ

１ ４

１ ４

１ ４

１ ４

１ ４

３ １ １ １ ４



【 請 求 項 ２ １ 】
　 ア ル ミ ニ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム ま た は こ れ ら の 混 合 物 を 含 む 金 属 品 の 表 面 上 に 保 護 被 膜 を
形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 　 Ａ ） Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｈ ｆ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｎ 、 Ｇ ｅ 、 Ｂ 及 び こ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か
ら 選 択 さ れ る 元 素 の 水 溶 性 錯 フ ッ 化 物 ま た は 酸 化 フ ッ 化 物 と 、 フ ッ 素 を 含 む が Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ
、 Ｈ ｆ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｎ 、 Ｇ ｅ ま た は Ｂ の 元 素 は い ず れ も 含 ま な い 無 機 酸 ま た は そ の 塩 と を 水
に 溶 解 す る こ と に よ っ て 調 製 さ れ 、 ｐ Ｈ が ～ で あ る 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 供 給 す る こ
と と 、
　 　 Ｂ ） 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 と 接 触 す る 陰 極 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｃ ） 前 記 金 属 品 を 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 中 に 陽 極 と し て 配 置 す る こ と と 、
　 　 Ｄ ） 平 均 電 圧 が １ ２ ５ ボ ル ト を 超 え な い パ ル ス 直 流 ま た は 交 流 を 、 前 記 表 面 上 に 前 記
保 護 被 膜 を 形 成 す る の に 有 効 な 時 間 だ け 、 前 記 陽 極 と 前 記 陰 極 の 間 で 電 流 を 流 す こ と と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 の ｐ Ｈ が 、 ア ン モ ニ ア 、 ア ミ ン 、 ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 ま た は こ
れ ら の 混 合 物 を 用 い て 調 整 さ れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 無 機 酸 が フ ッ 化 水 素 酸 ま た は そ の 塩 で あ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が さ ら に キ レ ー ト 剤 を 含 む 、 請 求 項 に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｓ ｉ 、 Ｈ ｆ 、 Ｓ ｎ 、 Ｂ 、 Ａ ｌ 及 び Ｇ ｅ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と
も １ つ の 元 素 の 酸 化 物 、 水 酸 化 物 、 カ ル ボ ン 酸 塩 ま た は ア ル コ キ シ ド で あ る 少 な く と も １
つ の 化 合 物 が 、 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 調 製 す る た め に さ ら に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 主 と し て ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 金 属 品 の 表 面 上 に 保 護 被 膜 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 　 Ａ ） ジ ル コ ニ ウ ム の 水 溶 性 錯 フ ッ 化 物 ま た は そ の 塩 を 水 中 で ジ ル コ ニ ウ ム の 酸 化 物 、
水 酸 化 物 、 カ ル ボ ン 酸 塩 ま た は ア ル コ キ シ ド に 化 合 さ せ る こ と に よ っ て 調 製 さ れ 、 ｐ Ｈ が

～ ５ で あ る 、 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｂ ） 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 と 接 触 す る 陰 極 を 供 給 す る こ と と 、
　 　 Ｃ ） 前 記 金 属 品 を 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 中 に 陽 極 と し て 配 置 す る こ と と 、
　 　 Ｄ ） 平 均 電 圧 が １ ２ ５ ボ ル ト を 超 え な い パ ル ス 直 流 ま た は 交 流 を 、 前 記 表 面 上 に 前 記
保 護 被 膜 を 形 成 す る の に 有 効 な 時 間 だ け 、 前 記 陽 極 と 前 記 陰 極 間 に 電 流 を 流 す こ と と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 Ｈ 2 Ｚ ｒ Ｆ 6 ま た は そ の 塩 が 、 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 調 製 す る た め に 使 用 さ れ る 、 請 求
項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 塩 基 性 カ ル ボ ン 酸 ジ ル コ ニ ウ ム が 、 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 を 調 製 す る た め に 用 い ら れ る
、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 の ｐ Ｈ が 塩 基 を 用 い て 調 整 さ れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 が 、 ～ 重 量 ％ の 塩 基 性 カ ル ボ ン 酸 ジ ル コ ニ ウ ム を ～

重 量 ％ の Ｈ 2 Ｚ ｒ Ｆ 6 ま た は そ の 塩 と 水 中 で 化 合 さ せ て 、 前 記 陽 極 酸 化 処 理 溶 液 の ｐ Ｈ
を ～ に 調 整 す る た め に 必 要 に 応 じ て 塩 基 を 添 加 す る こ と に よ っ て 調 製 さ れ る 、 請 求 項

に 記 載 の 方 法 。
                                                                              

(3) JP 2005-504883 A5 2006.1.5

３ １ １

２ １

２ １

１ 、 １ ４ ま た は ２ １

２ １

３

２ ６

２ ６

２ ６

０ .１ １ １ ０
１ ６

３ ５
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